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　『フェロシップ会報』では、「寄付してくださった
方々に お礼と寄付金がどのように使われたのか、使
われようとしているのか、それが学園の教育活動に
どう還元されているのか」の報告をさせていただき
ます。 2022度恵泉フェロシップ募金テーマは、下記
です。

大学
１）奨学金のために
２）国際交流・英語教育プログラムのために
３）恵泉地域言語活動研究のために
４）障がい学生支援のために
５）生涯就業力教育のために
６）多摩キャンパス整備のために

中学・高等学校
１）中高園芸教育のために
２）奨学金のために
３）芸術活動のために
４）国際交流プログラムのために
５）ICT教育推進のために
６）校舎空調設備更新のために

法人
１）学園史料室のために
２）花と平和のミュージアムのために

　私は、一昨年（2021年７月１日）、新渡戸稲造から
学んだ河井道（1877-1953）が、初代学園長である恵
泉女学園の９代目理事長を拝命することになりまし
た。 2022年12月21日は、恵泉女学園中学・高等学校（世
田谷区の経堂）、「高校クリスマス礼拝」、「中学校クリスマ
ス礼拝」、「中２祝会」に出席させて頂きました。 中学２
年生一同から『いつも恵泉を見守って下さり有難う
ございます』との心温まるクリスマスカードを頂き
ました。 それから、大学（多摩市）の「クリスマス賛
美礼拝」に電車で経堂駅から多摩センター駅に向かい
ました。 多摩センター駅からスクールバスで大学に

到着しました。『「息を吹く、音を奏でる」大変貴重
な日』となりました。 大学生の『ほほえみの力』、『小
さな星の祈り』、『暗闇の中の希望』の文章には、大
いに感動しました。 また、劇『言葉は人となりて』
にも感激しました。 帰りの多摩センター駅のイルミ
ネーションにも、大いに心が癒されました。 河井道
は自著『わたしのランターン』の終わりに【ここまで、
わたしは、わたしのランターンをかかげてきた。 時
がくると、それは別の手へとひき継がれて、さらに
先へと運ばれていくであろう。】と記述しています。 
まさに『種を蒔く人になりなさい』を実感します！

　 「恵泉女学園の教育の理念の10カ条」として、私は次のよ
うに考えています。

　１）世界の動向を見極めつつ歴史を通して今を見ていく
　２） 俯瞰的に理を理解し「理念を持って現実に向かい、現

実の中に理念」を問う人材の育成
　３） 複眼の思考を持ち、視野狭窄にならず、教養を深め、

時代を読む「具眼の士」の種蒔き
　４） 自分の研究に自信があって、世の流行り廃りに一喜一

憂せず、あくせくしない態度
　５） 軽やかに、そしてものを楽しむ。自らの強みを基盤と

する
　６） 学には限りないことをよく知っていて、新しいことにも、

自分の知らないことにも謙虚で、常に前に向かって努
力する

　７） 段階ごとに辛抱強く、丁寧に仕上げていく。 最後に立
派に完成する

　８） 事に当たっては、考え抜いて日本の持つパワーを充分
に発揮して大きな仕事をする

　９） 自分のオリジナルで流行を作れ!
　10） 昔の命題は、今日の命題であり、将来のそれでもある

と痛感する日々です。『なすべきことをなそうとする
愛～内から湧き出るjoy ～』ではないでしょうか！今
後ともよろしくご支援のほどお願い申しあげます。

＊お礼とご報告＊ 理事長　樋野　興夫
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　恵泉フェロシップ会員の皆様、日頃からのお祈り
とお支えに心より感謝申し上げます。
　新型コロナ感染防止の対応も３年目となった2022
年度は、宿泊を伴う行事を含め、できる限りコロナ
禍以前の体制を取り戻すことを念頭に過ごしてまい
りました。夏には１年生のフェロシップを御殿場東
山荘で、一年間延期となっていた３年生と２年生の
ファームワーク、６年生の修養会を清里の清泉寮に
て実施することができました。さらに15団体のクラ
ブ・課外の合宿再開は、その後の恵泉デーに向けて
の活動に大きく弾みをつけることになりました。９
月には５年生の奈良・京都への見学旅行や、１~４
年生の合唱発表会・コンクールも実施することが叶
いました。礼拝の讃美歌ですら歌詞を心の中で賛美
する日々が続いた三年前を思い起こし、マスク越し
の歌声に感無量の一日となりました。11月の恵泉デー
は午前午後の入れ替え制ではありましたが、保護者
や同窓生、外部のお客様をお迎えする人数枠を増や
して開催することができました。これらの学校行事
を通して、共に育ちあう場の回復を感じ、生徒達の
中に主体的に行動する姿勢が養われていることが何
よりの喜びです。
　日々の学校生活の中では、各教室に設置された電
子黒板は大活躍で、毎朝の礼拝や信和会総会の同時
中継だけでなく、教科学習の面でも様々な授業や特
別活動に用いられています。i-padを使用した動画撮
影や高校生が各自で持参するノートPCとの連動活用
など、個別最適化と協働学習のメリットを生かした
学びが展開されています。中学では複数学年のグルー
プ学習に対応可能なChromebookの活用も頻繁に行わ
れており、皆様からのICT教育推進支援が着実に教育
の質を変革させ、実を結んでいることを実感してい
ます。

　また、生徒の学習環境整備の要である、大規模な
校舎空調設備の更新を５か年に分けて実施してまい
りましたが、今年度はその最終年度となり、全館更
新工事を完了させることができました。
　国際交流の面では、シンガポール国立大学とその
付属高校の学生・生徒さんを相手に週末にオンライ
ンでの交流を５回重ね、春休みに現地で交流するプ
ログラムに20名の恵泉生が参加する予定です。アジ
ア圏での生徒交流の一環として継続していきたいと
考えております。１月下旬からは三年ぶりに60日間
のオーストラリア中期留学も再開し、現在11名の生
徒達が研修中です。今後さらに海外提携校を増やし、
生徒たちの学びの視野を広げていく計画です。
　今年度から始まった新学習指導要領に基づくカリ
キュラムでは、園芸の授業を１年生と５年生で履修
します。実習授業である園芸には、校内の圃場だけ
でなく近隣の農地の確保は必須条件です。農家の世
代交代とそれに伴い農地の宅地化が進む世田谷キャ
ンパス周辺では、圃場確保は切実な問題です。これ
からも安定した園芸実習を保障するため、一層のご
支援をお願いいたします。
　このように、今年も皆様からいただきました資金
とお支えを、多岐にわたって有効活用させていただ
くことができました。さらに、学園創立100周年事業
として、フェロシップホールの建て替え計画を構想
中です。理想とする教育の未来を思い描きながら、
建築委員会で討議を重ねているところです。
　これからも生徒達の人格形成と各自の賜物と使命
の発見を後押しする、恵泉ならではの教育活動を展
開してまいりますので、引き続き皆様からの厚いご
支援をお願い申し上げます。

2022年度活動報告　中学・高等学校

校長　本山　早苗

清里ファームワーク 合唱コンクール
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　新型コロナの第８波を迎えながらも、国内の行動
制限や各国間の往来規制が緩やかになってまいりま
した。皆様には社会情勢にかかわらず、ご支援とお
祈りをいただきましたこと、厚く御礼申し上げます。
本格的にウィズコロナの時代を迎え、大学も基本的
な感染症対策を徹底しながら、諸活動を実施してお
ります。以下、ご助成いただいた活動についてご報
告申し上げます。
　「国際交流・英語教育プログラム」では、コロナ禍
中の協定派遣留学は韓国のみでしたが、その他の国
への派遣留学も全面再開となりました。語学研修は、
フィリピン研修はオンライン実施でしたが、カナダ、
韓国、オーストラリア、アイルランドへの現地派遣
を実施いたしました。体験学習プログラムでもタイ
長期フィールドスタディが３年ぶりに実施、４名の
学生たちが約５カ月間の充実した学びを得て帰って
まいりました。
　協定校からの受入れも再開でき、久しぶりに中国
から４名、韓国から１名計５名の協定留学生を迎え
ております。夏期休暇期間中にはオンラインで、協
定校学生を対象とした日本語と日本文化を学ぶ「恵
泉サマープログラム」が実施されました。次回はこ
のキャンパスにお迎えして交流ができるように願っ
ております。
　「生涯就業力教育」では、１年から４年まで必修の
「生涯就業力STEP」授業が開講４年目を迎え、その
プログラムが確立されつつあります。充実した大学
生活のための行動、危機管理意識の醸成や、地域活
動の現状、社会への具体的参画の仕組みを学びます
が、上級生、卒業生、地域や企業の方々などのご協
力をいただいています。学びを通じて社会の抱える
課題を知り、解決のための具体的行動もグループの
仲間たちと模索しております。社会に出る準備を進
め、最終学年では自身とあらためて向き合い総括す

るステップとしています。この科目をさらに充実・
発展させるべく、教職員自身も引き続き生涯就業力
を磨いてまいります。
　なお、学内外でさまざまに「生涯就業力」を磨い
ている学生たちに目をとめた学内表彰制度も継続し、
2022年度は２名の学長賞、15名と１団体に特別賞を
贈りました。学生たちの若さとしなやかな行動力、
社会に羽ばたく豊かな可能性にまぶしさを覚え、大
切に社会へ送り出したい思いでいっぱいです。
　「障がい学生支援」では、聴覚障がい学生のために
ノートテイカーの学生たちが心を尽くし、視覚障が
い学生のためには引き続き多摩市の点訳事業団体の
皆様にご協力をいただき、それぞれ無事に情報保障
することができました。
　「地域言語活動研究会」では、KEES（恵泉英語教
育研究会）・恵話会（恵泉お話を語る会）・KPKA（恵
泉平和紙芝居研究会）も、相互に協力しあいながら
地域活動を活発にしています。特にKPKAは、近隣
中学校で平和学習の時間を担当する機会をいただき
ました。
　「キャンパス整備」は、学生・教職員が安全に過ご
せるように、保全する施設・設備の優先順位を決め
て少しずつ進めさせていただいております。時間は
かかりますが、キャンパスを大切に守ってまいりま
す。
　最後に、かねてより申請をしておりました教職課
程（中高国語・英語）について、2023年度入学生か
ら認可されましたことをご報告します。多方面から
のご協力に感謝しつつ、教職を目指す学生たちを恵
泉らしい人材として輩出できるよう努めてまいりま
す。
　皆様には大学教育活動にもご理解をいただき、引
き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2022年度活動報告　大学・大学院

学長　大日向　雅美

協定留学生歓迎会にて 多摩大学付属聖ヶ丘中学校１年生クラスでの平和学習の様子
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　2023年度行事等のご案内

　事務局からのお知らせ

ここに掲載した行事については、新型コロナウイ
ルスの感染状況によっては中止又は変更となる場
合があります。
日程が近くなりましたら、学園・大学・同窓会ホー
ムページ等でご確認ください。

河井道先生墓前礼拝
日時：2023年４月10日（月）11:00 ～ 11:30
場所：東京霊園（東京都八王子市）
　学園では、河井道先生墓前礼拝を毎年４月10日（10
日が土曜あるいは日曜の場合は直前の金曜日）に開
催しております。当日は30分程度の礼拝のみ行い解
散となります。お祈りを共にされたい方はご参加く
ださい。

学園創立94周年記念行事
記念式典　2023年11月２日（木）　世田谷キャンパス
恵泉デー　2023年11月３日（金）　世田谷キャンパス
恵泉祭　　2023年11月５日（日）　多摩キャンパス
　2023年度の創立記念行事の日程は上記のとおりで
す。
　内容の詳細については改めてご案内いたします。

恵泉女学園同窓会
2023年度総会とホームカミングデーの 
 ご案内

同窓会総会とホームカミングデーを下記の要領で行
います。
日時：2023年５月20日（土）13:00 ～ 16:30
場所：世田谷キャンパス　フェロシップホール
プログラム：
　13:00 礼拝
　　　　お話　東海林明日見さん（高校47）
　13:30 総会
　14:45 ホームカミングデー
 講演　内藤裕子さん（高校47）
　16:30 閉会
＊同窓生には４月中にご案内をお送りします。
＊ ホームカミングデーへの参加は、総会出席者を優
先いたします。

大学　スプリングフォーラム
５/27（土）多摩キャンパスにて開催予定
（来校型オープンキャンパス同時開催）
※ 来場形式で計画しておりますが、新型コロナウイ
ルス感染症等社会状況によっては、中止または開
催形式が変更となる場合もございます。

会費・寄付金のお振込み先は下記のとおりです。
　名義 学校法人 恵泉女学園
　ゆうちょ銀行 00160-4-20588
　三菱UFJ銀行世田谷支店 （普）0881964
　三井住友銀行経堂支店 (普)5237180
※事前にご相談ください。
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＊会費納入のお願い
　会費納入のご案内は毎年秋頃、全会員様に発送して
おります。今年度分は、３月末日まで受付ております。
今後とも継続してお支えくださいますよう、よろしくお願
い申し上げます。
　また、お知り合いの方などにも本会へのご加入をお勧
めいただきたく、併せてお願い申し上げます。
　手続書類等が必要な場合には、下記恵泉フェロシップ
事務局までご連絡ください。

＊会費・寄付金の預金口座自動振替制度
　恵泉フェロシップ会費・寄付金のご納入については「預
金口座自動振替制度」を導入しています。自動振替の時
期は７月及び12月です。７月の振替を希望される場合は
５月末日（必着）までに、12月の場合は10月末日（必着）
までにお申し込みください。

＊クレジットカード決済制度
　学園HPからクレジットカードを利用し
て、恵泉フェロシップ会費・寄付金をご
納入いただけます。
　詳しくは、学園HP内の｢恵泉フェロシッ
プ寄付金について」をご覧ください。
https://keisenjogakuen.jp/donation/#fellow

＊寄付金の遺贈制度
　学校法人への遺贈については、金銭又はその他の
財産であることを問わず、相続税の計算から除外さ
れることになっています。学園では三菱UFJ信託銀行
と遺言信託に関する協定を結んでおります。これら
に関するご相談は、事務局あてにご連絡ください。

＊税制上の優遇措置制度
　恵泉フェロシップへのご寄付は、学校法人に対す
る寄付金として税制上の優遇措置を受けることがで
きます。具体例などを学園HP内に掲載しております
ので、ご覧ください。


